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１．サマリーシート 発話切片の効果的な蓄積と新機能開発の意思決定への応用事例

ユーザーインタビューや商談など顧客接点は豊富だが録画や発話データが死蔵 されてしまい
製品・サービスの開発に体系的に活かせていないリサーチャー・企画者・開発者

モデルからコアバリューを特定し、

新機能「ask toitta」を
開発・リリース。

リサーチコミュニティにおいて活用事例ブロ
グが執筆されるなど高い評価を得て、新規
契約獲得にも寄与した。

ナレッジ共有先

エッセンス

成果

インタビュー分析SaaS「toitta」の開発において、インタビューや商談で得られた発話をAIを活用しながら
構造化し「定性データレイク 」を構築。

数万件の発話切片に属性情報と分類ラベルを付与して蓄積した。

それらを活用し10社を対象としたインタビュー調査に関するワークフローモデリングを実施。

追加調査を最小限に1週間で完了。
切片が持つ、前後の文脈を含んで可読性が高い性質によって参加のハードルも下がり、職種を超えた
大部分のメンバーがモデル作成に参加することで顧客理解の共通認識が形成された。
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サブタイトル AIを活用し一次情報の価値を高める「定性データレイク」構想の実現に向けて
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ナレッジ・ノウハウを活用できるであろう
共有先・読み手

ユーザーインタビューや商談など顧客接点は豊富だが、録画や発話データが死蔵されてしまい製品・サービスの開発に体系的に活かせていない、リサーチャー・開発者・デザイナー

エッセンス

対象名称 toitta（AIを活用したインタビュー分析SaaS）

ターゲット 企業でユーザーインタビューを実施・分析しているリサーチャー・開発者・デザイナー

概要
インタビュー分析SaaS「toitta」の開発チームが、大型開発に打ち込めるタイミングでプロダクトの目指す方向を見直すために、自社に蓄積された商談・インタビューの切片データ（定性データレイク）を活用し、
追加調査を最小限に抑えながら顧客のリサーチ活動のワークフローモデルを構築した。モデルから特定した核心的な価値に基づいて新機能「ask toitta」を開発・リリースし、ユーザーから高い評価を得た。

ナレッジ・ノウハウの内容
日常の商談・インタビューで生まれる発話の切片データをBigQureyとスプレッドシートを組み合わせたデータ基盤上に蓄積し、CRMの顧客属性と結合して「定性データレイク」を構築。この基盤から目的に応じ
た切片を効率的に抽出し、ワークフローモデルの素材とした。職種を超えたチーム全員でモデル作成に参加することで、顧客理解の共通認識を形成し、プロダクト開発の意思決定に直結させた。

ナレッジ・ノウハウや取組の新規性・ユ
ニークさ

(1) 切片という前後の文脈も含んだ保存単位に着目し、定量データ基盤の考え方を定性データに応用してデータ基盤を構築した点。(2) 切片に発話のカテゴリや顧客属性を付与することで、目的の発話の発
見スピードを大きく向上させるとともに、新たな調査を行わずともリサーチ資産として活用可能にした点。(3) 自社プロダクト（toitta）を用いて自社のHCD課題を解決するドッグフーディングの実践を通じて、方法
論とプロダクトの両方を同時に進化させた点。

ナレッジ・ノウハウの再現性、汎用性
商談録画・問い合わせ記録・ユーザーインタビュー等のユーザー接点データを蓄積している企業であれば実践可能。書き起こし・切片化については本事例ではtoittaを活用しているが、Google Meetや
Microsoft Teamsの書き起こし、Gemini等の汎用AIを活用した内製の切片化プロンプトで一定程度の代替は可能。切片のカテゴライズについても数千件オーダーなら数時間で人間が実施可能なことを確認
済み。AIによる補助も容易な典型的なラベリングタスクである。

成果 成果
ワークフローモデルの構築により、チーム全員が顧客のリサーチ活動の全体像と課題構造を共有し、開発方針の議論が収束。モデルから導かれた「問いへの回答」という価値に基づきask toittaを開発・リ
リースした。リリース後、ユーザーが自発的に活用事例のブログ記事を執筆・公開するなど高い評価を得ており、新規契約の獲得にも寄与した。またその後、定性データレイクをアップデートし、発話切片に紐
づく開発項目にRICEスコアを適用し優先度を可視化。開発チームが自律的に意思決定を行うための仕組みとして、継続運用が続いている。 22
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この状況を打開するため、顧客のリサーチ活動全体をワークフローモデルとして可視化するプロジェクトを実施した。通常このような調査にはインタビューを伴う大きな工数が必要となるが、toittaチー

ムでは事業開始以来、全ての商談・インタビュー動画をtoittaにアップロードしており、 発話が切片化された状態で大量に蓄積されていたのである。それらの切片データをCRMの顧客属性情報と結

合し、さらに「課題」「要望」などの分類を行って「定性データレイク」を構築していた。この基盤を活用し、以下のプロセスでワークフローモデルを作成した。

1. 切片の抽出: 調査対象として10社を選定し、その企業の切片の中で「行動」「課題」ラベルがついた切片を抽出した

2. 顧客別マップの作成: 各社のインタビュープロセスに沿って行動・課題・感情を配置したマップを作成した（右記イメージ図）

3. 追加インタビューによる補完: マップ上の疑問や情報不足について、顧客にマップを見てもらいながら追加インタビューを実施した

4. 統合と抽象化: 各社のマップを抽象化しながら統合し、リサーチ活動の現状モデルと理想状態モデルを作成した

このプロセスにはエンジニア・デザイナー・PdM・営業の全職種が参加した。職種を超えて関わることで、顧客のリサーチ活動に対する共通認識が形成された。
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３．背景・経緯・成果 発話切片の効果的な蓄積と新機能開発の意思決定への応用事例

toittaはAIを活用したインタビュー分析SaaSである。インタビュー動画をアップロードすると、書き起こし・話者分離・発話の切片化といった分析の前処理を自動化し、リサーチャーの分析業務を支援す

る。事業初期は「前処理の非効率さ」という明確な課題に対してソリューションを提供し、一定の市場の受容を得ることができた。しかし機能が増えていくにつれて、開発プロセスに問題が生じるように

なった。顧客の活動に対するチームの包括的な理解が不足しており、各メンバーが提案する課題の位置付けや優先度が噌み合わなくなったのである。

巨大なワークフローモデルを1週間程度で高速に構築し、 チームは顧客の活動全体を俯瞰して開発方針を議論できるように

なった。結果、 「計画時の問いに対して、インタビューの結果から説得力を持って答えること」が核心的な価値という共通認

識を持つに至った。この認識に基づき、自然言語の問いにインタビューデータから答えの候補となる発話を収集してレポートす

る機能「ask toitta（β）」を開発・リリースした。リリース後、 ユーザーから活用事例のブログ記事が執筆・公開された 。記事では

「『この施策はこの人たちに刺さるはずです』と言えるようになった」など、 意思決定の質の向上に関する高い評価が語られて

いる。またask toittaの存在が決め手となった新規契約の獲得にもつながった。

背景

成果

経緯
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４．ナレッジ・ノウハウ 発話切片の効果的な蓄積と新機能開発の意思決定への応用事例

本取り組みの核にあるのは、日常のユーザー接点で生まれる発話データを「使い捨て」にせず、検索・抽出可能な資産として構造化するという発想である。定量データの世界では意思決定者が必

要なデータに素早くアクセスできる環境が当たり前に整備されているが、定性データにおいては同様の基盤がほとんど存在しない。toittaチームでは、全ての商談・インタビューの発話を切片化して

蓄積し、顧客属性と結合した上で分類ラベルを付与することで、定性データの基盤である「定性データレイク」を構築した。

この方法が機能した要因として、 保存の単位に切片を採用したことが大きい。 切片は前後の文脈を含み単体で意味が通るように加工されたテキストであるため、切片単体での分類作業が可能に

なり、またどのように切片群を抽出しても最低限の文脈が維持されるため分析作業に滑らかに接続する。

ナレッジ

ノウハウ

以下に定性データレイク構築の各ステップについて toittaチームでの実践例と一般的に想定される実現方法を示す。右図はサンプルデータを用いた実際のシートの様子である。

toittaチームでの実践例 一般的に想定される実現方法

1. 書き起こし toittaの書き起こし機能を活用 Zoom、Google Meet、Microsoft Teams
などのミーティングツールの議事録機能を
活用する

2.切片化 toittaの切片化機能を活用 基本は人力。書き起こしファイルをGemini
等のチャットAIに読み込ませ切片化を指示
することで作業を簡略化することも可能

3.切片の蓄積 toittaのデータベースにあるデータを
BigQueryに転送。最終的にGoogle 
Spreadsheetに出力し蓄積し分類作業が
できる環境を構築

同様にGoogle Spreadsheet等に蓄積す
ることで数千件程度までなら機能すること
を確認している

4.切片の分類 toittaのテナント名と企業・部署名を名寄せ
してエクスポートしたCRMデータと結合。切
片分類は人間が入力

同様に実践可能。AIを活用した分類の補
助も簡単なシステム構築で可能と考える


